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史
観
第
一
七
六
冊
一
二
八
る
が
、
そ
こ
で
は
ロ
ー
マ
教
会
の
正
統
信
仰
を
称
え
る
と
共
に
、「
西
」
の
聖
職
者
の
異
端
的
な
慣
習
が
非
難
さ
れ
た
。
テ
オ
ド
ロ
ス
と
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ー
マ
教
会
と
協
調
的
、
対
立
的
な
立
場
に
あ
っ
た
二
人
の
教
会
人
に
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、
ま
だ
彼
ら
の
な
か
で
は
自
分
た
ち
と
ロ
ー
マ
教
会
と
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ
ず
、
古
代
的
な
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
仕
組
み
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
二
人
の
見
方
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
ビ
ザ
ン
ツ
と
同
様
に
正
統
信
仰
を
支
持
す
る
ロ
ー
マ
教
会
と
、
そ
の
管
轄
下
に
あ
る
が
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
人
た
ち
と
い
う
現
実
を
映
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
　
こ
の
よ
う
な
ロ
ー
マ
教
会
と
フ
ラ
ン
ク
の
関
係
性
は
、
一
一
世
紀
に
は
変
化
を
遂
げ
る
。
ま
た
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
イ
タ
リ
ア
半
島
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
と
ロ
ー
マ
教
会
の
間
に
存
在
し
て
い
た
南
イ
タ
リ
ア
の
裁
治
権
を
巡
る
問
題
は
、
九
世
紀
の
頃
よ
り
格
段
に
具
体
性
を
帯
び
た
。
一
一
世
紀
に
生
ま
れ
た
こ
の
二
つ
の
問
題
が
、
東
西
教
会
の
関
係
を
さ
ら
に
変
化
さ
せ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
治
的
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
議
会
主
権
：
ト
ー
リ
系
政
治
結
社
の
事
例
か
ら
正
木　
慶
介
　
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
文
化
は
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
が
経
験
し
た
政
治
的
・
社
会
的
変
動
を
考
察
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。
本
報
告
が
注
目
す
る
政
治
結
社
は
、
党
派
政
治
の
展
開
と
と
も
に
一
八
世
紀
末
に
は
一
般
的
と
な
り
、
公
論
の
重
要
な
一
部
を
形
成
し
た
。
本
報
告
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の
ト
ー
リ
系
政
治
結
社
（
以
下
「
結
社
」
と
略
称
）
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
家
（
政
府
・
議
会
）
と
市
民
社
会
の
関
係
を
考
え
る
。
　
結
社
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
ト
ー
リ
派
の
結
節
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
結
社
は
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
広
が
っ
た
が
、
特
に
改
革
運
動
の
震
源
地
で
も
あ
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
に
多
く
設
立
さ
れ
た
。
地
理
的
分
布
と
設
立
数
の
両
面
で
、
結
社
は
ホ
イ
ッ
グ
系
政
治
結
社
よ
り
も
秀
で
て
い
た
。
結
社
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
各
地
域
の
名
門
貴
族
や
ジ
ェ
ン
ト
リ
層
が
握
っ
た
。
し
か
し
、
商
人
や
専
門
職
者
な
ど
中
産
階
級
の
多
く
が
会
員
と
な
っ
た
点
は
見
逃
せ
な
い
。
ま
た
、
中
間
層
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
握
っ
た
結
社
、
さ
ら
に
は
労
働
者
階
層
が
多
く
参
加
し
た
結
社
も
一
部
存
在
し
た
。
　
結
社
は
、
中
央
政
党
の
統
制
下
に
は
な
く
、
自
発
的
結
社
と
し
て
会
員
の
同
意
に
基
づ
き
組
織
運
営
を
行
っ
た
。
一
方
で
、
一
定
程
度
議
会
ト
ー
リ
党
と
関
係
を
持
ち
、
さ
ら
に
結
社
間
で
地
域
的
・
全
国
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
二
〇
一
六
年
度
早
稲
田
大
学
史
学
会
大
会
報
告
一
二
九
い
た
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
人
的
交
流
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
情
報
の
共
有
、「
ピ
ッ
ト
崇
拝
」
な
ど
に
よ
る
観
念
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
連
帯
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
に
置
か
れ
た
「
親
」
ク
ラ
ブ
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
。
　
結
社
は
、
地
方
ト
ー
リ
が
政
治
行
動
を
起
こ
す
際
の
地
域
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割
を
担
っ
た
。
一
八
一
五
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
が
終
結
し
、
経
済
不
況
と
社
会
不
安
を
背
景
に
民
衆
急
進
主
義
が
展
開
す
る
と
、
こ
れ
に
対
抗
し
、
結
社
は
政
治
運
動
を
展
開
し
た
。
会
員
の
多
く
は
、
宗
教
的
意
見
や
社
会
階
層
の
差
異
を
乗
り
越
え
連
帯
し
よ
う
と
試
み
、
会
合
や
晩
餐
会
で
政
治
的
意
見
を
表
明
し
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
戦
略
や
議
会
選
挙
活
動
な
ど
を
行
っ
た
。
　
一
八
二
〇
年
代
末
に
カ
ト
リ
ッ
ク
解
放
が
重
要
な
争
点
と
な
る
と
、
結
社
は
そ
れ
に
反
対
す
る
圧
力
団
体
へ
と
姿
を
変
え
た
。
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
結
社
は
、
請
願
運
動
を
通
じ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
解
放
も
や
む
な
し
と
す
る
ト
ー
リ
政
権
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。
結
果
的
に
一
八
二
九
年
四
月
に
カ
ト
リ
ッ
ク
解
放
法
は
制
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
運
動
に
多
く
の
地
方
ト
ー
リ
が
参
加
し
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
　
結
社
の
運
動
の
第
三
波
は
一
八
三
〇
年
代
初
頭
で
あ
る
。
一
八
三
〇
年
一
一
月
に
ホ
イ
ッ
グ
内
閣
が
成
立
し
、
翌
年
三
月
に
選
挙
法
改
正
法
案
が
提
出
さ
れ
る
と
、
こ
れ
に
反
対
す
る
運
動
が
結
社
を
通
じ
て
展
開
し
た
。
規
模
は
、
以
前
に
比
べ
小
さ
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
多
く
の
地
域
社
会
に
お
い
て
、
改
革
に
反
対
す
る
運
動
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
こ
の
過
程
で
、
結
社
は
、
地
方
ト
ー
リ
の
間
に
横
た
わ
る
宗
教
的
意
見
の
違
い
を
再
び
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
　
こ
う
し
た
結
社
に
よ
る
政
治
運
動
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
、
結
社
は
、
議
会
主
権
を
脅
か
す
程
度
に
ま
で
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
党
派
を
問
わ
ず
国
家
エ
リ
ー
ト
の
多
く
は
院
外
政
治
団
体
を
危
険
視
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
結
社
は
、
自
ら
の
政
治
行
動
を
意
図
的
に
ロ
ー
カ
ル
な
範
囲
に
と
ど
め
、
国
家
、
特
に
議
会
の
究
極
的
政
治
決
定
権
を
侵
害
し
な
い
よ
う
自
制
し
て
い
た
。
　
例
え
ば
、
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
は
、「
組
織
・
通
信
・
扇
動
」
を
行
わ
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
手
段
を
採
用
し
た
好
戦
的
組
織
、
例
え
ば
、
一
七
九
〇
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
通
信
協
会
や
一
八
二
〇
年
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
協
会
と
自
身
の
差
別
化
を
図
り
つ
つ
、
自
ら
が
「
国
制
的
」
組
織
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
国
家
の
政
治
決
定
に
干
渉
す
る
意
思
が
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
判
断
は
国
家
エ
リ
ー
ト
を
幾
分
安
心
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
果
と
し
て
、
潜
在
的
に
は
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
結
社
に
よ
る
大
規
模
な
組
織
的
動
員
を
不
可
能
と
し
た
。
　
一
八
三
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
も
、
結
社
は
、
反
改
革
の
た
め
の
大
規
模
で
効
果
的
な
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
結
社
は
、
自
ら
の
政
治
行
動
を
各
地
域
社
会
に
お
け
る
政
治
的
敵
対
者
と
競
合
す
る
こ
と
に
限
定
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
政
治
的
大
義
を
共
有
し
た
結
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
に
は
賛
成
し
た
が
、
そ
れ
を
政
府
・
議
会
に
圧
力
を
加
え
る
た
め
の
装
置
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
結
社
は
、
中
央
と
地
方
の
間
に
横
た
わ
る
境
界
を
常
に
意
識
し
て
い
た
と
言
え
る
。
　
本
報
告
が
析
出
し
た
結
社
の
あ
り
方
は
、
党
派
を
問
わ
ず
エ
リ
ー
ト
が
関
史
観
第
一
七
六
冊
一
三
〇
わ
っ
た
政
治
的
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
議
会
主
権
を
前
提
と
す
る
国
家
と
市
民
社
会
の
棲
み
分
け
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
末
期
ま
で
持
続
す
る
政
治
文
化
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
末
に
、
ト
ー
リ
系
・
ホ
イ
ッ
グ
系
と
も
に
政
治
結
社
は
、
議
会
政
党
と
公
式
に
組
織
的
に
結
び
つ
い
た
こ
と
で
、
そ
の
自
発
性
の
多
く
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
政
治
文
化
に
お
い
て
は
、
政
治
結
社
は
中
央
政
党
の
付
属
機
関
と
位
置
付
け
ら
れ
、
も
は
や
議
会
主
権
を
脅
か
す
存
在
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
〔
考
古
学
部
会
〕
杉
久
保
系
石
器
群
の
広
が
り
　
　
―
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
と
神
山
型
彫
器
の
多
様
性
か
ら
み
る
地
域
集
団
の
成
立
―
佐
藤　
悠
登
は
じ
め
に
　
杉
久
保
系
石
器
群
は
、
一
九
五
三
年
に
芹
沢
長
介
・
麻
生
優
両
氏
に
よ
り
そ
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
以
降
、
東
北
地
方
日
本
海
側
で
の
分
布
が
確
認
さ
れ
て
き
た
。
研
究
初
期
に
設
定
さ
れ
た
石
器
群
は
、
今
日
で
は
多
く
の
多
様
性
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
杉
久
保
系
石
器
群
の
多
様
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
今
後
の
杉
久
保
系
石
器
群
研
究
の
方
向
性
を
模
索
し
た
い
。
１
．
研
究
史
　
杉
久
保
系
石
器
群
は
、
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
と
神
山
型
彫
器
と
い
う
定
型
石
器
が
共
伴
す
る
石
器
群
を
指
す
。
指
標
と
な
る
定
型
石
器
の
認
識
の
成
立
を
確
認
す
る
。
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
芹
沢
・
麻
生
一
九
五
三
内
で
の
杉
久
保
遺
跡
出
土
の
ナ
イ
フ
形
石
器
を
標
識
資
料
と
し
て
い
る
。
神
山
型
彫
器
は
、
芹
沢
一
九
六
〇
で
の
神
山
遺
跡
出
土
の
彫
器
を
標
識
資
料
と
し
て
い
る
。
中
村
一
九
六
五
で
は
、
①
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
を
持
つ
、
②
神
山
型
彫
器
を
持
つ
、
③
中
形
の
刃
器
（
石
刃
）
を
持
つ
、
④
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
、
神
山
型
彫
器
は
刃
器
を
素
材
と
す
る
、
と
杉
久
保
石
器
群
を
定
義
し
た
。
　
こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た
杉
久
保
系
石
器
群
は
、
型
式
学
や
技
術
形
態
的
な
細
分
と
編
年
研
究
が
す
す
め
ら
れ
た
が
、
東
北
地
方
の
資
料
数
の
少
な
さ
、
重
層
遺
跡
の
少
な
さ
か
ら
難
航
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
技
術
的
組
織
の
観
点
や
、
社
会
生
態
的
な
解
釈
を
試
み
た
研
究
、
使
用
痕
分
析
研
究
な
ど
、
型
式
学
的
な
編
年
研
究
か
ら
行
動
論
的
な
解
釈
を
試
み
る
研
究
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
２
．
現
状
に
お
け
る
杉
久
保
系
石
器
群
研
究
の
到
達
点
と
問
題
点
　
杉
久
保
系
石
器
群
の
認
識
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
ま
と
め
る
。
杉
久
保
系
石
器
群
は
、
１
．
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
と
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
と
神
山
型
彫
器
を
主
体
と
す
る
彫
器
を
伴
う
こ
と
、
２
．
前
段
階
で
あ
る
東
山
系
石
器
群
と
比
較
し
て
よ
り
地
域
的
な
資
源
開
発
に
適
し
た
形
の
石
器
群
で
あ
る
こ
と
、
３
．
利
用
石
材
か
ら
流
域
単
位
で
の
違
い
が
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
４
．
使
用
痕
分
析
か
ら
ナ
イ
フ
形
石
器
は
刺
突
具
と
し
て
彫
器
は
多
様
な
加
工
